
三
階
教
新
出
資
料
P

2
8
4

9
に

つ
い
て

―

信
行
禅
師
撰

『受
八
戒
法
』
を
中
心
と
し
て
―

西

本

照

真

一

は
じ

め

ペ
リ
オ
蒐
集

の
敦
煙
写
本
P
2
8
4
9
は
、
(
1
)

矢
吹
慶
輝
氏
な
ど
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
三
階
教
写
本
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
全
体

四
四
七
行
に
わ
た
る
巻
子
本
で
あ
り
、
筆
写
の
時
代

は
未

詳

で
あ

る

が
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

一
行
の
文
字
数

は
お
よ
そ
十
七
文
字
か
ら
十
九
文
字
で
あ
り
、
冒
頭
の

一
部
が
破
瀾
し

て
い
る
以
外
は
ほ
ぼ
完
結
し
、
首
題
、
尾
題
と
も
に
備
わ

っ
て
い
る
。

三
階
教

の
思
想
と
実
践
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い

え
る
。

P
2
8
4
9
は
次
の
三
つ
の
文
献
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第

一
文
献

第

一
行
～
第
二
七
六
行

『制
法
』

一
巻

第
二
文
献

第
二
七
八
行
～
第
三
四
〇
行

乞
食
法
の
抄
出

第
三
文
献

第
三
四

一
行
～
第
四
四
七
行

信
行
撰

『受
八
戒
法
』

こ
れ
ら
三
文
献
は
内
容
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
文
献
で
あ
り
、
筆

'

写
し
た
人
が
同

一
の
巻
子
に
ま
と
め
て
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
文

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
月

献
の
概
要
、
翻
刻
、
さ
ら
に
三
階

教
団
規
律
で
あ

る
第

一
文
献

『制
法
』

一
巻
の
文
献
的
性
格
な
ど
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
お

い
て
す

で
に
論
じ
た
の
で
(
2
)

、
本
稿
で
は
第
三
文
献

『
受
八
戒
法
』
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
、
そ
の
文
献
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

二

『
受

八
戒

法
』

の
構

成

『
受
八
戒
法
』
は
、
「受
八
戒
法

信
行
禅
師
撰
」
と
首
題
に
あ
り
、

尾
題
に
は

「受
戒
法

一
巻
」
と
あ
る
。
全
体
は
、
序
、
礼
仏
、
俄
悔
、

三
帰

、

八

戒
、

発

願

の

六
門

か
ら

成

り

立

っ
て

い
る
(
3
)

。

ま
ず
、
八
戒
の
内
容
を
検
討
す

る
と
、
「仏

子
、
如
諸
仏
尽
形
受
(
寿
)

不

殺
生
、
仏
子
等

一
日
.一
夜
不
殺
生
、
是
優
婆
塞

優
婆
夷
戒
、
能
持
不
。

受
戒
人
答
言
、
能
持
」
と
い
う
形
式
に
従

っ
て
、
①
不
殺
生
、
②
不
喩

盗
、
③
不
淫
欲
、
④
不
妄
語
、
⑤
不
飲
酒
、
⑥
不
着
香
燃
衣
華
章
及
香

油
塗
身
、
⑦
不
歌
舞
唱
伎
及
往
観
聴
、
⑧
不
坐
臥
高
広
大
牀
、
⑨
不
過

中
食
の
九
つ
の
戒
が
同
列
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
九
つ
の
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戌
を
同
列
に
位
置
づ
け
て
八
戒
と
す
る
形
式
は
、
受
八
戒
法
と
し
て
は
 

特
種
な
形
式
で
あ
る
。
敦
煙
出
土
の
受
八
戒
に
関
す
る
写
本
二
十
数
本

の
う
ち
、
九
つ
の
戒
を
並
列
し
て
い
る
の
は

『
受
八
戒
法
』
だ
け
で
あ

る
。
他

の
受
八
戒
文
で
は
、
⑥
と
⑦
ま
た
は
⑦
と
⑧
を

一
つ
と
し
て

八
戒
と
す
る
場
合
が
多
い
。

一
方
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
翻
訳
経
論
や
中

国
撰
述

の
論
書
な
ど
の
八
戒
に
関
す
る
記
述
を
見

る
と
、
『十
論
編
磨

比
丘
要

用
』
「受
八
戒
文
」
(僧
壕
撰
、
五
世
紀
前
半
、
大
正
二
三
、
四
九
六

中
)
で
は
九

つ
を
並
列
し
て
い
る
が
順
序
は
異
な

っ
て
い
る
。
『
大
智
度

論
』
巻
十
三

(大
正
二
五
、

一
五
九
中
～
下
)
で
は
⑧
ま
で

の
八
つ
を
八

戒
と
規
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
不
過
中
食
を
別
説
し
て
お
り
、
や
は
り

八
戒
の
順
序
は
異
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

一
々
広
説

し
な

い
が
、

『受
八
戒
法
』
と
同
時
期
、
も
し
く
は
そ
れ

以
前

の
八
戒
に
関
す
る
記

述
で
、

『受
八
戒
法
』
と
同
じ
順
序
で
九

つ
の
戒
を
並
列
し
て

い
る
も

の
は
、
管
見
す
る
限
り
見

当

ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
現
段
階
で
は
、

『
受
八
戒
法
』
で
授
け
ら
れ
る
八
戒
が
い
か
な

る
系
統

の
影
響
下
で
成

立
し
た
も
の
か
は
特
定
で
き
な
い
。
あ

る

い
は
、
『沙
弥
十
戒
法
井
威

儀
』
(東
晋
、
大
正
二
四
、
九
二
六
中
)
や
道
宣
集

『
四
部
律
制
補
随
機
掲

磨
』
巻
上

(大
正
四
〇
、
四
九
六
下
)
な
ど

に
説
か
れ
る
沙
弥
の
十
戒
の

第
九
ま
で
の
戒
と
は
順
序
も

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
沙
弥
の
十
戒
法
か

ら
九
戒
を
取
り
出
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
構
成
上
の
特
徴
と

し

て
、
『
十
諦
編
磨
比
丘
要
用
』
や

『
大

智
度
論
』
な
ど
の
順
序
は
三
帰
、
俄
悔
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
順
序
が

入
れ
代
わ
り
戯
悔
、
三
帰
と
な

っ
て
い
る
点

が

挙
げ

ら
れ

る
。
こ
れ

は
、
三
帰
を
戒
と
捉
え
、
三
帰
戒
、
八
戒
を
連
続
し
た
受
戒
形
式
と
し

て
重
視
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
P
2
8
4
9
よ
り
早
い
時
代
の
敦
煙
写

本
は
、
S
4
4
9
4
の
『
受
八
関
斎
文
』
(五
四
五
年
筆
写
)
た
だ

一
本
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
写
本
で
は
三
帰
、
餓
悔
、
八
戒
、
発
願
と

い
う
極
め
て
素
朴
な
形
式
を
示
し
、
順
序
は
三
帰
、
繊
悔
の
ま
ま
で
あ

る
。
そ
の
他

の
写
本
は
八
世
紀
以
降
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
す
べ

て
俄
悔
、
三
帰

の
順
に
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
P
2
8
4
9
は

俄
悔
、
三
帰
の
順
の
受
八
戒

と
し

は
早

い
時
期
の
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
た
だ
、
受
菩
薩
戒
文
な
ど
に
お
い
て
は
後
代
で
も
三
帰
、

悔
の
順
序
を
保

っ
て
い
る
中
で
、
何
故
、
受
八
戒
文
の
み
が
順
序
を
入

れ
替
え
た
形
で
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

の
か
、明
ら
か
で
は
な
い
。

構
成
上
の
第
二
の
特
徴
は
、
礼
仏
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
繊

悔
、
三
帰
の
順
に
す
れ
ば
、
儀
式
を
臓
悔
か
ら
始
め
る
の
は
適
当
で
な

い
か
ら
、
本
来
の
三
帰

に
代
わ
る
何
ら
か
の
儀
式
が
必
要
に
な

っ
て
く

る
。
他

の
写
本
で
は
、
俄
悔

の
前

に
は
啓
請
、
す
な
わ
ち
受
戒

の
証
明

者
と
し
て
諸
仏
賢
聖
を
道
場
に
招
く
儀
式
が

な
さ
れ
る
場

合
が

多

い

が
、
こ
の

『受
八
戒
文
』
で
は
純
粋
に
礼
仏

と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
点

に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
礼
仏
の
箇
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
名

の
前
に

「
敬
礼
」
の
文
字

を
加
え
、
①
東
方
須
弥
燈
光
明
如
来
十
方
仏
等

一
切

諸
仏
、
②
毘
婆
  
如
来
過
去
七
仏
等

一
切
諸

仏
、
③
普
光
如
来
五
十
三

仏
等

一
切
諸
仏
、
④
東
方
善
徳
如
来
十
方
仏
等

一
切
諸
仏
、
⑤
拘
那
含
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如
来
賢
劫
千
仏
等

一
切
諸
仏
、
⑥
釈
迦
牟
尼
如
来
三
十
五
仏
等

一
切
諸

仏
、
⑦
阿
閾
如
来
十
方
無
量
仏
等

一
切
諸
仏
、
⑧
宝
集
如
来
二
十
五
仏

等

一
切
諸
仏
、
⑨
過
現
未
来
十
方
三
世

一
切
諸
仏
の
九
種
類

の
仏
名
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
名
は
、
三
階
教
文
献

『
七
階
仏
名
経
』
に

記
さ
れ
る
仏
名
に
す
べ
て
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
(
6
)

S
5
9

(『三
階
教
之

研
究
』
(以
下

『研
究
』)
別
篇

一
七
九
～
)
を
初
め
と
し
て
、
『
七
階
仏
名

経
』
で
は
①
か
ら
⑧
ま
で
の
八
種
の
仏
名
に
つ
い
て
は
、
五
十
三
仏
、

三
十
五
仏
、
二
十
五
仏

の

一
々
の
仏
名
を
挙
げ
つ
つ
も
他
の
種
類
の
仏

名
の
混
入
は
な
く

『受
八
戒
法
』
と
同
じ
順
序
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
(
7
)

⑧
と
⑨

の
間
に
ば
、
六
十
三
文
字
と
三
十
六
文
字

の
長
い
仏
名
が
挙
げ

ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の

『
受
八
戒
法
』
で
は
省
略

さ
れ

て

い
る
。
ま

た
、
S
2
3
6
の

『礼
俄
文
』
の
よ
う
に
、
①
か
ら
⑧
ま
で
が
連
写
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
他

の
仏
名
が
混
入
せ
ず
、
し
か
も

『七
階
仏

名
経
』
と
同
じ
順
序
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
『
受
八
戒
法
』
が

三
階
教

の
受
八
戒
文
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
根
拠
に
な

っ
て
い
る
と
考

え
る
。

ま
た
、
俄
悔
の
前

に
礼
仏
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
(
8
)

単

に
構
成

上
の
特
徴
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
普
敬
思
想

の
具
体
化
と
し
て

一
切
仏

に
帰
依
し
礼
拝
す
る
こ
と
が
特
別
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
点
か

ら
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

三

峨

悔

法

の
検

討

礼
仏

の
箇
所
以
外
で
、
三
階
教
文
献
と
し
て
の
特
徴
が
見
出
せ
る
の

三
階
教
新
出
資
料
P
2
8
4
9
に
つ
い
て

(西

本
)

は
、

戯

悔

の
箇

所

で
あ

る

。

や

や

長

文

に
わ

た

る

が

、

以

下

に
臓

悔

の

箇

所

を

引

用

し

て
お

き

た

い
。

帰
命
餓
悔
。

①
十
方
三
世
諸
仏
、

当
証

知
、
弟

子
某
甲
等

、
従
無
始
身
已
来
及
以
今
身
尽

未

来
際
、
所
作

一
切
罪
、
若
自
作

、
若
教
他
作
、
見
作
随
喜
、
如

是
等

一

切
罪
、
今
於
十
方
諸
仏
前
十

二
部

経
前
諸
大
菩
薩
前

一
切
賢
聖
前

天
竜
八

部
前
現
在
大
衆
前
、
発
露
戯
悔
、
永
断
相
続
、
願
罪
障
消
滅
、
低
頭
礼

三

宝
。

②
十
方
三
世
諸
仏
、
当
証

知
、
弟
子
某
甲
等
、
従
無
始
身
已
来
及
以
今
身
尽

未
来
際
、
(
一
)

或
取
仏
物
不
憶
数
、
或
取
塔
物
不
憶
数
、
或
取
法
物
不
憶
数
、

或
取
常
住
僧
物
不
憶
数
、
或
取
現
前
僧
物
不
憶
数
、
或
取
招
提
僧
物
不
憶

数
、
(
二
)

或
取

一
比
丘
物
不
憶
数
、
或
破
塔
壊
寺

不
憶
数
、
或
説
三
宝
三
乗
長

短
不
憶
数
、
(
三
)

或
打

罵
繋

縛
出
家
人
不
憶
数
、
或
遣
出
家
人
還
俗

不
憶
数
、

或
食
用
衆
僧
飲
食
財
物

不
憶

数
、
或
将
衆
僧
飲
食
財
物

与
俗

人
不
憶
数
、

如
是

等
三
宝
辺

所
作

一
切
罪
、
若
自
作
、
若
教
他
作
、
見
作
随
喜

、
今
於

十
方
諸
仏
前
十

二
部
経
前

諸
大
菩
薩
前

一
切
賢
聖
前
天
竜
八
部
前

現
在
大

衆
前
、

発
露
臓
悔
、
永

断
相
続
、
願
罪
障
消
滅
、
低
頭
礼
三
宝
。

③
十
方

三
世
諸
仏
、
当
証
知
、
弟
子
某
甲
等
、
従
無
始
身

已
来
及
以
今
身
尽

未
来
際
、
(
四
)

或
殺
父
不
憶
数
、
或
殺
母
不
憶
数
、
或
殺
真

人
羅
漢

不
憶

数
、

或
破
和
合
僧
不
憶
数
、
或
悪
心
出
仏
身
血
不
憶
数
、
如
是
等

一
切

五
逆
罪
、

若
自
作
、
若
教
他
作

、
見
作
随
喜
、
今
於
十
方
諸
仏
前
十
二
部
経
前
諸
大

菩
薩

前

一
切
賢
聖
前
天

竜
八
部
前
現
在

大

衆

前

、

発
露
繊
悔

、

永
断
相

続
、

願
罪
障
消
滅
、
低
頭
礼

三
宝
。
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④
十
方

三
世
諸
仏
、
当
証
知
、
弟

子
某
甲
等
、
従
無
始
身
已
来
及
以
今
身
尽

未
来
際
、
(
五
)

或
殺
生
不
憶
数
、
或
楡
盗
不
憶
数
、
或
邪
婬
不
憶
数
、
或
妄
語

不
憶
数
、
或
両
舌
不
憶
数
、
或
悪

口
不
憶
数
、
或
誇
語
不
憶
数
、
或
邪
貪

不
憶

数
、

或
邪
瞋

不
憶
数
、
或
邪
癡
不

憶
、
或
飲
酒
食
肉
不
憶
数
、
或
破

斎
夜
食

不
憶

数
、
或
食
五
辛
葱
蒜
不
憶
数
、
或
不
孝
父
母
不
憶
数
、
或
不

敬
三
尊
不
憶
数
、
或
狂
与
他
作

呪
誓

不
憶
数
、
如
是
十
悪

一
切
罪
等
、
若

自

作
、
若
教
他
作
、
見
作
随
喜

、
今
於
十
方
諸

仏
前
十

二
部
経

前
諸
大
菩

薩
前
一

切
賢

聖
前
天
竜

八
部
前
現
在
大
衆
前
、
発
露
懺

悔
、
永

断
相
続
、

願
罪
障
消
滅
隔
低
頭
礼
三
宝
。

⑤

十
方
三
世
諸
仏
、
当
証
知
、
弟
子
某

甲
等
、
従
無
始
身
已
来
及
以
今
身
尽

未

来
際
、

或
破
三
帰
戒
不
憶
数
、

或
破

五
戒

不

憶

数
、

或
破
十
戒
不
憶

数
、
或
破
廿
四
戒
不
憶
数
、
或
破
二
百
五
十
戒
不
憶
数
、
或
破
五
百
戒
不

憶

数
、
或
破
三
千
威

儀
戒

不
憶

数
、
或
破
菩

薩
三
聚
浄
戒
不
憶
数
、
如
是

等
破
戒

一
切

罪
、
若
自
作
、
若
教
他
作
、
見
作
随
喜
、
今
於
十
方

諸
仏
前

十

二
部
経
前

諸
大
菩
薩
前

一
切
賢
聖
前
天
竜

八
部
前
現
在
大
衆
前
、

発
露

懺
悔
、
永
断

相
続
、
願
罪
障
消
滅
、
低
頭
礼
三
宝
。

⑥

十
方
三
世
諸
仏
、
当
証
知
、
弟
子
某
甲
等
、
従
無
始
身

巳
来
及
以
今
身
尽

未

来
際
、
(
六
)

所
作
罪
障
、
或
有
覆
蔵
、
或
不
覆
蔵
、
応
堕
地
獄
餓
鬼
畜
生
諸

余
悪
趣
辺

地
下
賎
及
弥
戻
車
、
如
是
等
処

所
作

罪
障
、
今

皆
懺

悔
、
低
頭

礼

三
宝
。

⑦
十
方
三
世
諸

仏
、
(
七
)

当
証
知
、
弟
子
某
甲
等
、
若

我
此
生
、
若
於
余
生
、
曽

行
布
施
、
或
守
浄
戒
、
乃
至
施
与
畜
生

一
瑞
之
食

、
或
修
浄

行
、
所
有
善

根

成
就
衆
生
、
所
有
善
根

修
行
菩
提
、
所
有
善
根
及
無
上
智
、

所
有
善
根

一
切
合
集
計
校
籌
量
、
悉
皆
週
向
阿
耨
多
羅
三
猊
三
菩
提
。
如
過
去
未
来

現
在
諸
仏
所
作
迴
向
我
亦
如
是
迴
向
、
低
頭
礼
三
宝
。
衆
罪
皆
懺
悔
、
諸

福
尽
随
喜
及
請
仏
功
徳
、
願
成
無
上
智
、
去
来
現
在
仏
於
衆
生
最
勝
無
量

功
徳
海
帰
依
合
掌
礼
。
臓
悔
訖
。

こ
の
中
で
、
三
階
教
に
関
係
が
あ
り
そ
う
な
内
容
と
し
て
ま
ず
目
に
付

く
の
は
、
②
の
傍
線
部

(三
)
の

「
或
打
罵
繋
縛
出
家
人
不
憶
数
、
或

遣
出
家
人
還
俗
不
憶
数
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
邦
本

『
三
階
仏
法
』
巻

一
で
は
、
出
家
人
の
賞
罰
を
次
の
よ
う
に
定

め

て

い

る

(『研
究
』
別
篇
二
七
九
)。

第

一
階

第
二
階

第
三
階

得
駆
破
戒
比
丘
還
俗

得
駆
破
戒
比
丘
還
俗

不
得
駆
出
家
人
還
俗

得
打
道
俗

不
得
打
出
家
人

不
得
打
出
家
人

得
殺
修
道
人

不
得
殺
修
道
人

不
得
殺
出
家
人

こ
れ
に
よ
る
と
第
二
階
と
第
三
階
の
分
岐
点
は
出
家
人
を
還
俗
さ
せ
る

こ
と
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
傍

線
部

(三
)
の
懺
悔
は
、
ま
さ
に
第
三
階
の
賞
罰
観
に
則

っ
た
懺
悔
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
第
三
階
の
出
家
人

に
対
す
る
賞
罰
観
の
教

証
と
な

っ
た
経
典
を
検
討
し
て
み
る
と
、
『
大
集
月
蔵
分
経
』
や

『
十

輪
経
』
な
ど
と
と
も
に
、
『
大
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
』
巻
四
が
有

力
な

教
証
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

(『研
究
』
別
篇
二
七
七
)。
そ
の
箇

所
を
引
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

王
言
。
大
師
。
何
者
根
本
罪
。
答
言
。
大
王
。
有
五
種
罪
、
名
為
根
本
。
何

一74一



等
為
五
。

一
者
破
壊
塔
寺
梵
焼
経
像
、
或
取
仏
物
法
物
僧
物
、
若
教
人
作
見

作
助
喜
、
是
名
第

一
根
本
重
罪
。
若
謗
声
聞
辟
支
仏
法
及
大
乗
法
、
殿
呰
留

難
隠
蔽
覆
蔵
、
是
名
第
二
根
本
重
罪
。
若
有
沙
門
信
心
出
家
、
剃
除
鬚
髪
身

著
染
衣
、
或
有
持
戒
或
不
持
戒
、
繋
閉
牢
獄
枷
鎖
打
縛
、
策
役
駆
使
責
諸
発

調
、
或
脱
袈
裟
逼
令
還
俗
、
或
断
其
命
、
是
名
第
三
根
本
重
罪
。
於
五
逆
中

若
作

一
業
、
是
名
第
四
根
本
重
罪
。
謗
無

一
切
善
悪
業
報
、
長
夜
常
行
十
不

善
業
、
不
畏
後
世
、
自
作
教
人
堅
住
不
捨
、
是
名
第
五
根
本
重
罪
。
(大
正

九
、
三
三
六
中
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
五
種
の
根
本
重
罪
を
説
き
、
そ
の
第
三
根
本
重
罪

の

箇
所
で
還
俗
さ
せ
る
こ
と
の
罪
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
こ

の
引
用
文
全
体
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
第

一
根
本
重
罪

は
三
宝

に
対
す
る
物
理
的
な
攻
撃
、
第
二
根
本
重
罪
は
三
乗
に
対
す
る

思
想
的
攻
撃
、
第
三
根
本
重
罪
は
出
家
者

に
対
す
る
物
理
的
攻
撃
、
第

四
根
本
重
罪
は
五
逆
罪
、
第
五
根
本
重
罪
は
十
不
善
業
を
中
心
と
し
た

罪
で
あ

り
、
そ
れ
を
懺
悔
の
内
容
と
比
較
し
て
み
る
と
、
第

一
重
罪
か

ら
第
五
重
罪
ま
で
の
内
容
が
懺
悔
の

(
一
)
か
ら

(五
)
の
傍
線
部
の

内
容
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
①
の
総

懺
悔
を
う
け
た
②
か
ら
④
ま
で
の
懺
悔
文
は

『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
三
階
教
文
献
に

お
け
る

『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
の
引
用
回
数
は
、
本
邦
本

『
三
階
仏
法
』

で
は
第

五
番
目
に
多
く
、
そ
の
巻

一
に
は
五
種

の
根
本
重
罪
の
箇
所
も

引
用
さ
れ

て
い
る

(『研
究
』
別
篇
二
七
七
)。
こ
の
経
典

の
内
容
と
懺
悔

三
階
教
新
出
資
料

P
2
8
4
9

に
つ
い
て

(西

本
)

文
と
の
内
容
的

一
致
は
偶
然
と
は
い
え
な
い
よ
う

に
思
う
。

続
く
⑤
は
破
戒
に
関
す
る
懺
悔
で
あ
り
、
特

に
三
階
教
文
献
と
し
て

の
顕
著
な
特
徴
は
見
出
せ
な
い
が
、
次
の
⑥
と
⑦
は
、
三
階
教
の
文
献

と
し
て
の
特
徴
を
は

っ
き
り
と
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
、
具

体
的
な
罪
の
懺
悔
で
は
な
く
、
最
後

に
お
い
て
総
懺
悔
を
お
こ
な
う
と

い
う
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ

う
が
、
傍
線
部

(六
)
と

(七
)

は
礼
仏
の
箇
所
で
も
触
れ
た

『
七
階
仏
名
経
』

の
文
章
と
ほ
ぼ

一
致
す

る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
箇
所
も

『
七
階
仏
名
経
』
の
懺
悔

文
か
ら
の
転
用
で
あ
る
と
い
え
る
(
9
)

四

結
び

新
出
資
料
P
2
8
4
9
の
第
三
文
献
、
信
行
禅
師
撰

『受
八
戒
法
』

に
関
す
る
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
八
戒
は
、
実
際
に
は
九

つ
の
戒
が
並
列
し
て
授
け
ら
れ
て
い
る
。

『受
八
戒
法
』
以
前
の
八
戒
に
関
す
る
経
論
の
記

述

で
、
内
容
、
順
序

が

一
致
す
る
も
の
は
見
出
し
得
て

い
な

い
。

た
だ
し
、
『
沙
弥
十
戒
法

井
威
儀
』
な
ど
の
十
戒
法

の
第
九
戒
ま
で
と
は
、

一
日

一
夜
と
尽
形
寿

の
違
い
は
あ
る
が
、
内
容
、
順
序
は

一
致
す
る
。

②
受
八
戒
に
関
す
る
二
十
数
本
の
敦
煌
写
本

の
中
で
は
、
S
4
4
9

4

(五
四
五
年
筆
写
)
の
次
に
古
い
受
八
戒
文

で
は
な

い
か
と
推
定
す

る
。
構
成
が
懺
悔
、
三
帰
、
八
戒
の
順
に
な

っ
て
い
る
受
八
戒
文
と
し

て
は
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
写
本
は
す
べ
て
こ
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三
階
教
新

出
資
料
P
2
8
4
9
に

つ
い
て

(西

本
)

の
順
に
な

っ
て
い
る
。
受
菩
薩
戒
文
で
は
、
後
代
に
至
る
ま
で
三
帰
、

懺
悔

の
順
に
な

っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

③
礼
仏
に
お
け
る
仏
名
は
、
す
べ
て
三
階

教
文

献

で
あ
る

『
七
階

仏
名
経
』
に
基
づ

い
て
い
る
。
ま
た
、
懺
悔
の
最
後
の
総
懺
悔
の
文
章

も

『
七
階
仏
名
経
』
の
懺
悔
文
か
ら
の
転
用
で
あ
る
。

④
個
別
の
懺
悔
を
す
る
箇
所

の
内
容
は
、
三
階
教
が
第
三
階
の
教
証

と
し
て
重
視
す
る

『薩
遮
尼
乾
子
経
』
の
五
種
の
根
本
重
罪
を
ベ
ー
ス

に
し
て
構
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第

一
文
献
の
よ
う
に
明
確
な
三
階
教
文
献
と
と
も
に
筆
写
さ
れ
て
い

る
点
、
表
題
に
信
行
禅
師
撰
と
あ
る
点
、
お
よ
び
ま
と
め
の
③
や
④
な

ど
の
点

か
ら
、
第
三
文
献

『受
八
戒
法
』
が
三
階
教
の
受
八
戒
に
関
す

る
文
献

で
あ
る
こ
と
は
確
定
し
え
た
と
考
え
る
。

そ
も
そ
も
、
八
斎
戒
と
い
う
儀
式
形
態
は
、
在
家
者
の
五
戒
と
出
家

者
の
十
戒
そ
の
他
と
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
世
俗
に

生
活
す

る
者
が
聖
な
る
領
域
に
帰
入
し
聖
な
る
生
活
を

一
時
的
に
体
験

し
う
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
在
家
者

に
と
っ
て
、
聖
な
る
領
域
に
参

加
し
た
い
と
い
う
願
い
と

一
時
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
限
定

を
同
時

に
満
た
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
『受
八
戒

法
』
は
、
熱
心
な
在
俗
信
徒
を
擁
し
た
で
あ
ろ
う
三
階
教
の
在
家
者

の

実
践
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

1

『
敦
燈
宝
蔵
』
第

一
二
四
、
四
六
六
下
～
四
七
六
下
。

2

拙
稿
①

「
三
階
教
新

出
資

料
P
2
8
4
9
の
基
礎

的
研
究
」

(『
南
都
仏

彰
』

七
二
、
東
犬
寺
南
都
仏
教
研
究
会
.

一
九
九

五
年
十

二
月

(予
)
)
お

よ
び
、

そ
の
続
編

で
あ

る
②

「
三
階
教

の
教
団
規
律

に

つ
い
て
一

『
制

法

』

一
巻

の
研
究
一

」

(『
イ
ソ
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』

3
、
東
京
大
学

文

学
部

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
室
、

一
九
九
五
年
十

月
)
参
照
。

3

前
掲
論
文
①

の
翻
刻
参
照
。

4

里
道
徳
雄

「
敦
煙
文
献

に
み
ら
れ
る
八

斎
関
係

文

書

に

つ

い

て
」

(『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』

(文
学

研

究

科
)
第
十
九
、

七
七
～
九

六
、

一
九
八
三
年
)
参
照
。

5

S
4
4
6
4

(
八
世
紀
写

本
)

の
よ
う

に
不
過
中
食

に
は
ま

っ
た
く
触

れ
ず
、
そ
れ
以
外

の
八

つ
を
八
戒
と
す
る
も

の
も
あ

る
。

6

『
七
階
仏
名
経
』
に
関
し
て
は
、
矢
吹
慶
輝

『
三
階
教
之
研
究
』
、
五

一

二
以
下
、
廣
川
堯

敏

「
敦
煌

出
土
七
階
仏
名
経

に

つ
い
て
1

三
階
教
と

浄

土
教
と

の
交
渉
1
一

」

(『
宗
教
研
究
』
二
五

一
)
参
照
。

7

仏
名

の

「毘
婆
 
尸」
を

「
毘
婆
施
」

に
、

「拘

那

含
」

を

「
拘
那
提
」

に
、

「宝
集
」
を

「
保
集
」

に
作

る
写
本
も
あ
る
。

8

里
道
前
掲
論
文

の
、
「
諸
尊

へ
の
敬
礼
文

は
左
記

の
如

く

で

あ

り
、
矢

吹
慶
輝
博

士

『
三
階
教

の
研
究
』
中

の
七
階
礼

懺
中

に
あ

げ

て
あ

る
諸

尊

名
と
も

一
致

し

な

い
。

(中
略
)
敬
礼
東
方
須

弥
燈

光
明
如
来
十
方
仏

等

一
切
諸
仏
、
以
下
第
三

の
敬
礼
普
光
如
来

五
十

三
仏
等

一
切
諸
仏
は
他

の
文
献
中

の
ど
こ
に
も
見
出

せ
ず
、
第

七
敬
礼
阿
關

如
来
十
方
無
量
仏
等

一
切
諸
仏
以
下

第
九

の
敬
礼
過
現
未
来

十
方

三
世

一
切
諸
仏
迄
も
、
こ
の

様
な
型
で
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
と
し
て
三
階
教

関
係
資
料
中

に
他
を

み
な

い
。
」

(
マ
マ
)
(
八
三
)

の
箇
所

は
、
筆

者
と
は
認
識
を
異

に
す
る
。

9

こ
の
懺
悔
文
は
も
と
も
と
、
『
決
定
毘
尼
経
』

(大
正

一
二
、
三
九
上
)

に
お
い
て
、
三
十
五
仏
名
に
続
く
箇
所

で
述
べ
ら
れ

る

も

の

で

あ

り
、

『
七
階
仏
名
経
』
が
三
十
五
仏
名
と

こ
の
懺
悔
文
を
引

用
し
た
の
で
あ

る
。

(本
稿

は
、
平
成
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

補

助

金

(特
別
研
究
員
奨

励
費
)

に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ

る
。
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

三
階
教
、
敦
煌

写
本
、

P
2
8
4
9
、

八
戒

(
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
)
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